
【南国市立香南中学校】運動部活動に係る活動方針

（１）施設や用具について

　・使用した設備の整頓・清掃、校舎の施錠等は顧問が責任をもって行う。

（２）事故防止や安全対策について

　・事故には十分留意し、怪我が起きた場合速やかに処置、管理職及び養護教諭に連絡・報告する。

　・原則として、活動の際には顧問が必ず監督する。

（３）熱中症対策・対応について

　・本校「危機管理マニュアル」に準じて、対策・対応を行う。

（４）大会、練習試合等の参加について

　・事前に「部活動対外試合等参加（実施）承認願」を、「毎月の活動計画」と同時に学校長へ提出する。

　・ただし、上記承認願は、①県外で行われるもの　②宿泊を伴うもの　③「毎月の活動計画」に記載の無いもののみとし、

　　あらかじめ「毎月の活動計画」に記載のある練習試合の承認は不要とする。

（５）県費負担教職員の私有車の校務使用について

　・県費負担教職員の私有車の校務使用に関する規定（平成１１年３月１７日教委訓令第２号）第２条（６）により、県費負担

　　教職員の私有車の校務使用については、「四国内及び岡山県への出張」の場合とする。

（６）新型コロナウイルス感染症対策の徹底について

　・飛沫感染に留意し近距離での大声を徹底的に避ける。

　・こまめな手洗いを励行する。

　・体調のすぐれない生徒は部活動の参加を見合わせ、自宅で休養する。

　・部活動の練習場所や更衣室等、また食事や集団での移動の際の三密（密閉、密集・密接）を避ける。

②活動に関すること

（１） 部活動設置について

　・本校の教育活動の中に部活動を設置する（詳細は、部活動規定を別に定める）。

　・各部活動の目標に沿って、年間計画及び毎月の活動計画に沿って活動する。原則として、顧問がついて指導にあたる。

　・部活動全体の推進を図るため、生徒指導部内に部活動総括担当者を設置する。

（２）指導体制について（顧問配置、外部指導者の活用等）

　・顧問、学級担任、保護者間の連携をとり、円滑な運営を心がける。

　・専門性を有した外部指導者の効果的な活用（部活動指導員、運動部活動サポート事業）等、本校の実態に応じた工夫を行う。

（３）顧問会議、キャプテン会議について

　・顧問会議を開き、各部の現状や課題を共有し、全員で課題解決に向けた取組を行う。

　・キャプテン会議を開き、活動について共通認識を図る。

（４）家庭、地域との連携について

　・部活動保護者会を開き、保護者と顧問による円滑な運営のための共通理解を図る。

①運営に関すること

基本的事項

【学校教育目標】主体的に地域社会と関わり、自ら考え、互いに認め合い学び合う生徒の育成

【重点目標】（1）学力の向上と進路保障に向けた教育活動

　　　　　　（2）道徳心の涵養と人権尊重を基調とした教育活動

　　　　　　（3）生徒の自治力を育成する教育活動

　　　　　　（4）地域の中で共に発見、体験、貢献する教育活動

（１）本校の部活動は、人間形成に役立つものとする。

（２）部活動は、生徒の生涯にわたる人間形成の基盤づくりにとって重要な役割を果たす活動であるとの認識に立ち、スポーツや

         文化等に親しむことでバランスのとれた心身の育成を目指す。

運動部活動の活動方針

学校教育目標



月 火 水 木 金 土 日

7:30 7:30 7:30 7:30 7:30 － －

8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 － －

16:00 16:00 16:00 16:00 16:00 － －

活動終了時刻 17:45 17:45 17:45 17:45 17:45 － －

下校完了時刻 18:00 18:00 18:00 18:00 18:00 18:00 18:00

活動終了時刻 17:20 17:20 17:20 17:20 17:20 － －

下校完了時刻 17:30 17:30 17:30 17:30 17:30 17:30 17:30

備考 備考

①運営　②活動　③運動時間

・設定どおりに実施できたか。

・特に実施できていなかった部活動は、何

部

　だったか。

・考えられる、実施できなかった背景・要

評価と改善（上記①～③）

①運営、②活動、③運動時間について、部活動顧問会議

及び職員会議で、次年度計画の再考。

＊なお、策定にあたっては、「運動部活動全体計画ハンドブック」（平成26年３月　高知県教育委員会事務局スポーツ健康教育

課）の9ページを参照すること。

夏

2～10

※

③活動時間に関すること

（１）休養日の設定

　・週当たり２日以上（平日１日、土曜日及び日曜日（以下「週末」という。）は少なくとも１日以上）の休養日を設けること

      を基本とする。なお、季節・時期により活動期間が決められたり、目標の大会に向けて運動量を増やす時期が必要になって

      きたりすることが考えられる。その場合でも平日１日の休養日は必ず設けるとともに、週末も含め、年間合計１００日以上

      の休養日は設けることとする。

（２）運動時間の設定

　・〈平　　　　　日〉朝練習を含めて、長くても２時間程度とする。

　・〈週　休　日　等〉学校の休業日（学期中の週末を含む）は３時間程度とする。

　・〈週あたりの運動時間〉上限を１６時間未満で計画・実施することが望ましいとする。

　・〈テスト期間中〉「毎月の活動計画」で明文化し、学校長の承認を受けて、1時間程度行うことが可能とする。

　・〈終了・下校時刻〉下の表のとおり

朝練習開始時刻

朝練習終了時刻

活動開始時刻

冬

11･12･1


